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「派」という字の語源を見ると「一つから分かれ

た流れ・仲間」とあります。その昔、誰かが始め

たことが受け継がれ、引き継がれていく間に、少

しずつ違う流れが生まれていきます。例えば、習

い事の多く、茶道や華道、武道、また、宗教や芸術、

政治、学問などにも「流派」があります。このよ

うな様々な分野の歴史と同様に、自閉症支援にお

いても様々な現場で先輩が積み上げ育ててきた知

識や技術の「流派」があります。それぞれの流派

の個性は、歴史の中で生き抜いて磨かれていきま

す。しかし、時々立ち止まって、分かれる前の「一つ」

の源流は何だったのか振り返り、思い出すことが

必要になります。自閉症支援にとってこの源流は、

当事者の安心・安全・幸せです。

全日本自閉症支援者協会が近年取り組んでいる

発達障害 SV養成研修は、たぶん、この源流を再

認識するための取り組みなのだと私は感じていま

す。他の施設に実習に赴くこと（さながら他流試

合のような）は、訪れた実習生と引き受けた担当

者の「勝った⇔負けた」の勝負ではありません。

お互いの施設の風通しを良くし、自分の施設のこ

とだけでなく他の自閉症支援に取り組んでいる仲

間のことを考え、お互いが学び合い、当事者のた

めに支援の質を高めることにつながります。幕末

に生きた坂本龍馬は、この他流試合を数多くこな

し、ことごとく勝利したようですが、剣士として

偉ぶることなく、立場の違う人のつなぎ手として

剣の力を生かしたそうです。「全日本」というこの

協会の冠にも、坂本龍馬のような視野の広いセン

スを感じます。

さて、ここ数年、障害福祉のサービス事業所数

は急激に増加し、自閉症支援のための「流派」は、

もはや把握しきれないくらいに（小川が大河になっ

たように）なっています。途方に暮れている方も

多いかもしれません。しかし（瀬戸内大橋や青函

トンネルの開通のように）それを乗り越えること

ができる日はいつか来るものと思います。そのた

めに、全日本自閉症支援者協会の皆さんが仲間同

士で切磋琢磨しつつ信頼感を深めていただき、少

しずつその周辺にいる自閉症の支援者を名乗る人

を味方にしてください。また、そのために説得力

のある実践（きちんとしたアセスメント技術の習

得と、直感や経験のみに依存しない支援）を高め

てください。厚生労働省の行う研修も、同じ方向

を見ながら取り組んでいきたいと思います。

最後にお願いを 2つ。「自閉症」を伴うことも多

い他の発達障害のタイプについても、関心を向け

てください。また、障害福祉の分野、例えば子育

て支援や若者支援、介護、警察など様々な分野の

方も現場で自閉症の支援に悩んでいますので、「全

日本」の看板を背負った協会の一員として皆さん

からサポートに踏み出してください。よろしくお

願いします。
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平
成
28
年
11
月
10
日
（
木
）、11
日
（
金
）

の
両
日
、北
海
道
函
館
市
に
あ
る
「
フ
ォ
ー

ポ
イ
ン
ト
・
バ
イ
・
シ
ェ
ラ
ト
ン
函
館
」

を
会
場
に
「
第
30
回
全
日
本
自
閉
症
支
援

者
協
会
函
館
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
の
前
身
で

あ
る
、
全
国
自
閉
症
者
施
設
協
議
会
は
、

自
閉
症
者
の
人
権
と
生
き
る
た
め
の
発
達

保
障
、
自
立
並
び
に
社
会
参
加
の
た
め
に

実
践
と
研
究
を
推
進
し
、
こ
れ
に
参
画
す

る
も
の
の
研
鑽
と
相
互
交
流
を
目
的
と
し

て
昭
和
62
年
（
1
9
8
7
年
）
に
発
足
し

ま
し
た
。
発
足
以
来
、
毎
年
研
究
大
会
を

開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
30
回
と
い
う
節

目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
大
会
に
全
国
各
地
か
ら
2
7
0
名

を
超
え
る
多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
今
回

の
大
会
テ
ー
マ
で
あ
る
「
自
閉
症
の
方
々

の
合
理
的
配
慮
を
考
え
る
」
に
則
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
、
熱
気
の
あ
る
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
2
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
は
開
会
宣
言
、
行
政
・
関
係
団

体
な
ど
の
来
賓
の
方
々
の
ご
挨
拶
の
後
、

歴
代
の
功
労
者
で
あ
る
、
武
村
一
郎
氏
、

石
井
哲
夫
氏
、
石
丸
晃
子
氏
、
奥
野
宏
二

氏
の
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害

保
健
福
祉
部
　
障
害
福
祉
課
　
障
害
児
・

発
達
障
害
対
策
専
門
官
　
日
詰
正
文
氏
か

ら
行
政
説
明
「
厚
生
労
働
省
に
お
け
る
発

達
障
害
者
支
援
施
策
」
に
つ
い
て
、①
「
強

度
行
動
障
害
者
」
に
関
す
る
対
象
者
の
概

要
　
②
発
達
障
害
者
支
援
法
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
　
③
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の

地
域
支
援
機
能
強
化
に
つ
い
て
等
、
多
く

の
資
料
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
丁
寧
な
ご

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
気
の
里
　
松
田
施
設
長
よ

り
熊
本
震
災
の
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
、
日
頃
か
ら
の

備
え
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内

容
で
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
京
都
市
児
童
福
祉
セ

ン
タ
ー
　
副
セ
ン
タ
ー
長
　
門
　
眞
一
郎

先
生
を
お
招
き
し
、「
自
閉
症
の
方
々
へ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」
と
題
し
て
、

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
発
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
て
る
こ
と
が
、

自
閉
症
の
方
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
と
し

て
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
大
変
わ
か
り
や

す
く
お
話
を
い
た
だ
き
、
支
援
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

二
日
目
は
、
当
会
　
会
長
　
松
上
利
男

氏
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
本
大
会
の
テ
ー

マ
で
も
あ
る
「
自
閉
症
の
方
々
の
合
理
的

配
慮
」
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い

ま
し
た
。
自
閉
症
の
合
理
的
配
慮
に
つ
い

て
、
就
労
・
地
域
支
援
・
人
材
育
成
と
い

う
観
点
か
ら
星
明
聡
志
氏
、
加
藤
潔
氏
、

五
十
嵐
康
郎
氏
の
お
三
方
よ
り
お
話
を
い

た
だ
き
、
よ
り
深
く
自
閉
症
の
方
々
の
合

理
的
配
慮
に
つ
い
て
議
論
が
進
め
ら
れ
、

フ
ロ
ア
ー
と
の
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
閉
会
式
が
執
り
行
わ
れ
、
午

後
か
ら
は
、
4
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

テ
ー
マ
ご
と
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

＊
第
1
分
科
会
「
強
度
行
動
障
害
の
適
切

な
支
援
」
〜
根
拠
あ
る
支
援
と
チ
ー
ム
ア

プ
ロ
ー
チ
の
支
援
の
実
際
を
通
じ
て
、
強

度
行
動
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
合
理
的
配

慮
に
つ
い
て
考
え
る
〜
の
内
容
に
沿
っ
て
、

北
海
道
「
ね
お
・
は
ろ
う
」
上
川
氏
、
東

京
都
「
昭
島
生
活
実
習
所
」
伊
藤
氏
の
発

題
の
後
、
助
言
者
の
田
熊
氏
よ
り
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
、
フ
ロ
ア
ー
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

＊
第
2
分
科
会
「
自
閉
症
の
方
々
の
地
域

生
活
」
〜
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
実
践
報

告
を
基
に
、一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
に
と
っ

て
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
は
何
か
、
地
域
の
中

で
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
合
理
的

全
日
本
自
閉
症
支
援
者

協
会
函
館
大
会

社
会
福
祉
法
人
侑
愛
会

　星
が
丘
寮

中
野

　伊
知
郎
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さ
る
平
成
28
年
11
月
10
日
、
函
館
大
会

に
先
立
ち
、
フ
ォ
ー
ポ
イ
ン
ト
バ
イ
シ
ェ

ラ
ト
ン
函
館
に
て
、
実
務
者
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
財
団
の
助
成
を
受
け
、
当
全
自
者

協
が
実
施
し
て
3
年
目
と
な
る
S
V
養
成

研
修
で
す
が
、
こ
の
度
、
こ
の
研
修
の
特

色
で
も
あ
り
、
大
き
な
要
と
な
っ
て
い
る

実
務
研
修
の
受
け
入
れ
施
設
の
担
当
者
が

集
ま
り
、
初
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
施
設
か
ら
の
現
状
や
課
題
、
ま
た

会
長
を
は
じ
め
実
行
委
員
の
方
々
か
ら
の

話
し
も
あ
り
、
今
後
の
研
修
の
参
考
に
な

る
貴
重
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
※
全
て
を
掲
載

し
た
い
の
で
す
が
、
紙
面
数
の
関
係
上
、

要
旨
の
抜
粋
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。

【
意
見
交
換
】

●
侑
愛
会

　星
が
丘
寮

　中
野
伊
知
郎
氏

・
侑
愛
会
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
、

幼
児
期
か
ら
成
人
期
、
高
齢
に
至
る
ま
で

の
支
援
が
一
貫
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

う
ち
で
伝
え
ら
れ
る
強
み
は
そ
こ
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
昭
和
63
年
位
か
ら
実
践

し
て
い
る
、
テ
ィ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

配
慮
に
つ
い
て
考
え
る
〜
の
内
容
に
沿
っ

て
、
札
幌
市
「
共
同
生
活
援
助
や
す
ら
ぎ
」

道
塚
氏
、
横
浜
市
「
横
浜
や
ま
び
こ
の
里
」

斎
藤
氏
の
発
題
の
後
、
助
言
者
の
光
増
氏

よ
り
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
フ
ロ
ア
ー

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

＊
第
3
分
科
会
「
自
閉
症
の
方
々
の
日
中

活
動
」
〜
様
々
日
中
活
動
に
お
け
る
実
践

を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
確
認
し
考
え
る
〜
の
内
容

に
沿
っ
て
、
埼
玉
県
「
や
ま
び
こ
製
作
所
」

宇
藤
氏
、千
葉
県「
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
」

松
田
氏
の
発
題
の
後
、
助
言
者
の
後
藤
氏

よ
り
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
フ
ロ
ア
ー

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

＊
第
4
分
科
会
「
児
童
期
の
支
援
」
〜
成

人
期
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
、

児
童
期
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
に
よ

り
、
成
人
期
に
向
け
て
必
要
な
支
援
と
合

理
的
配
慮
に
つ
い
て
考
え
る
〜
の
内
容
に

沿
っ
て
、
大
分
県
「
豊
後
大
野
子
育
て
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
五
十
嵐
氏
、
北
海
道

「
つ
く
し
ん
ぼ
学
級
」山
本
氏
の
発
題
の
後
、

助
言
者
の
日
詰
氏
よ
り
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
、
フ
ロ
ア
ー
と

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

ご
後
援
を
頂
き
ま
し
た
北
海

道
、
函
館
市
を
は
じ
め
、
多
く

の
団
体
・
関
係
者
の
皆
様
方
に
、

こ
の
場
を
か
り
て
、
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
、
平
成
29
年
度
大
会
は
、

新
潟
県
新
潟
市
に
て
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

　

実
務
者
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

造
化
。
自
閉
症
の
方
々
へ
の
支
援
の
一
貫

性
を
法
人
全
体
で
担
保
す
る
と
い
う
こ
と

で
進
め
て
き
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

・
4
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
の
実
践
を
、
表
面
し
か
見
て

い
た
だ
け
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
、
焦
点

を
あ
て
て
、
じ
っ
く
り
利
用
者
と
向
き
合

え
る
中
で
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
時
間
を
か

け
て
伝
え
た
方
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
。

・
幼
児
期
は
幼
児
期
の
大
切
さ
、
成
人
は

成
人
の
Q
O
L
を
ど
う
高
め
て
い
く
の
か

と
い
う
主
眼
の
持
ち
方
な
ど
、
な
か
な
か

深
い
と
こ
ろ
ま
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

・
構
造
化
に
つ
い
て
も
表
面
的
な
カ
ー
ド

を
使
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に

至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
感
と
し
て
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

・
も
っ
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
し
て
、

も
う
少
し
、
我
々
の
法
人
も
伝
え
ら
れ
る

内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

分科会 テーマ

第 1分科会
「強度行動障害の適切な支援」
～根拠ある支援とチームアプローチの支援の実際を
通じて、強度行動障がいのある方への合理的配慮に
ついて考える～

第 2分科会

「自閉症の方々の地域生活」
～グループホームでの実践報告を基に、一人ひとり
の利用者にとって必要なサポートは何か、地域の中
で豊かに暮らしていくための合理的配慮について考
える～

第 3分科会
「自閉症の方々の日中活動」
～様々な日中活動における実践を報告していただ
き、その中で、どのような合理的配慮がなされてい
るのかについて確認し考える～

第 4分科会
「児童期の支援」
～成人期に大きく影響を与えるであろう、児童期に
スポットを当てることにより、成人期に向けて必要
な支援と合理的配慮について考える～
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さ
る
平
成
28
年
11
月
10
日
、
函
館
大
会

に
先
立
ち
、
フ
ォ
ー
ポ
イ
ン
ト
バ
イ
シ
ェ

ラ
ト
ン
函
館
に
て
、
実
務
者
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
財
団
の
助
成
を
受
け
、
当
全
自
者

協
が
実
施
し
て
3
年
目
と
な
る
S
V
養
成

研
修
で
す
が
、
こ
の
度
、
こ
の
研
修
の
特

色
で
も
あ
り
、
大
き
な
要
と
な
っ
て
い
る

実
務
研
修
の
受
け
入
れ
施
設
の
担
当
者
が

集
ま
り
、
初
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
施
設
か
ら
の
現
状
や
課
題
、
ま
た

会
長
を
は
じ
め
実
行
委
員
の
方
々
か
ら
の

話
し
も
あ
り
、
今
後
の
研
修
の
参
考
に
な

る
貴
重
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
※
全
て
を
掲
載

し
た
い
の
で
す
が
、
紙
面
数
の
関
係
上
、

要
旨
の
抜
粋
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。

【
意
見
交
換
】

●
侑
愛
会

　星
が
丘
寮

　中
野
伊
知
郎
氏

・
侑
愛
会
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
、

幼
児
期
か
ら
成
人
期
、
高
齢
に
至
る
ま
で

の
支
援
が
一
貫
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

う
ち
で
伝
え
ら
れ
る
強
み
は
そ
こ
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
昭
和
63
年
位
か
ら
実
践

し
て
い
る
、
テ
ィ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

配
慮
に
つ
い
て
考
え
る
〜
の
内
容
に
沿
っ

て
、
札
幌
市
「
共
同
生
活
援
助
や
す
ら
ぎ
」

道
塚
氏
、
横
浜
市
「
横
浜
や
ま
び
こ
の
里
」

斎
藤
氏
の
発
題
の
後
、
助
言
者
の
光
増
氏

よ
り
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
フ
ロ
ア
ー

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

＊
第
3
分
科
会
「
自
閉
症
の
方
々
の
日
中

活
動
」
〜
様
々
日
中
活
動
に
お
け
る
実
践

を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
確
認
し
考
え
る
〜
の
内
容

に
沿
っ
て
、
埼
玉
県
「
や
ま
び
こ
製
作
所
」

宇
藤
氏
、千
葉
県「
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
」

松
田
氏
の
発
題
の
後
、
助
言
者
の
後
藤
氏

よ
り
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
フ
ロ
ア
ー

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

＊
第
4
分
科
会
「
児
童
期
の
支
援
」
〜
成

人
期
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
、

児
童
期
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
に
よ

り
、
成
人
期
に
向
け
て
必
要
な
支
援
と
合

理
的
配
慮
に
つ
い
て
考
え
る
〜
の
内
容
に

沿
っ
て
、
大
分
県
「
豊
後
大
野
子
育
て
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
五
十
嵐
氏
、
北
海
道

「
つ
く
し
ん
ぼ
学
級
」山
本
氏
の
発
題
の
後
、

助
言
者
の
日
詰
氏
よ
り
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
、
フ
ロ
ア
ー
と

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

ご
後
援
を
頂
き
ま
し
た
北
海

道
、
函
館
市
を
は
じ
め
、
多
く

の
団
体
・
関
係
者
の
皆
様
方
に
、

こ
の
場
を
か
り
て
、
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
、
平
成
29
年
度
大
会
は
、

新
潟
県
新
潟
市
に
て
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

　

実
務
者
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

造
化
。
自
閉
症
の
方
々
へ
の
支
援
の
一
貫

性
を
法
人
全
体
で
担
保
す
る
と
い
う
こ
と

で
進
め
て
き
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

・
4
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
の
実
践
を
、
表
面
し
か
見
て

い
た
だ
け
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
、
焦
点

を
あ
て
て
、
じ
っ
く
り
利
用
者
と
向
き
合

え
る
中
で
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
時
間
を
か

け
て
伝
え
た
方
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
。

・
幼
児
期
は
幼
児
期
の
大
切
さ
、
成
人
は

成
人
の
Q
O
L
を
ど
う
高
め
て
い
く
の
か

と
い
う
主
眼
の
持
ち
方
な
ど
、
な
か
な
か

深
い
と
こ
ろ
ま
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

・
構
造
化
に
つ
い
て
も
表
面
的
な
カ
ー
ド

を
使
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に

至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
感
と
し
て
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

・
も
っ
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
し
て
、

も
う
少
し
、
我
々
の
法
人
も
伝
え
ら
れ
る

内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

分科会 テーマ

第 1分科会
「強度行動障害の適切な支援」
～根拠ある支援とチームアプローチの支援の実際を
通じて、強度行動障がいのある方への合理的配慮に
ついて考える～

第 2分科会

「自閉症の方々の地域生活」
～グループホームでの実践報告を基に、一人ひとり
の利用者にとって必要なサポートは何か、地域の中
で豊かに暮らしていくための合理的配慮について考
える～

第 3分科会
「自閉症の方々の日中活動」
～様々な日中活動における実践を報告していただ
き、その中で、どのような合理的配慮がなされてい
るのかについて確認し考える～

第 4分科会
「児童期の支援」
～成人期に大きく影響を与えるであろう、児童期に
スポットを当てることにより、成人期に向けて必要
な支援と合理的配慮について考える～
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●
は
る
に
れ
の
里

　厚
田
は
ま
な
す
園

　

中
村
修
一
氏

・
発
達
障
害
者
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
ど

こ
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
あ
て
る
か
と
い
う
こ

と
で
、
悩
ん
だ
。

・
入
所
施
設
で
実
習
を
す
る
こ
と
は
大
切

だ
が
、
ど
ん
な
考
え
、
思
い
で
支
援
を
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
知
的
の
あ
る

な
し
を
含
め
て
、
同
じ
よ
う
に
共
通
す
る

テ
ー
マ
に
な
る
と
考
え
、
実
習
を
組
ん
だ
。

・
結
果
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
あ
っ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
が
見
学
と
い
う
中
身
に
な
っ
た
。

4
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ
た
が
、
1

日
目
の
午
前
中
だ
け
が
施
設
の
中
を
見
る

と
い
う
こ
と
で
、
あ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
事

業
分
野
の
見
学
と
い
う
中
身
に
な
っ
た
。
見

学
を
し
た
後
に
、
講
義
を
併
せ
て
行
っ
た
。

　
法
人
が
ど
ん
な
風
に
考
え
て
、
支
援
を

行
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
一
番
大
切
か
な
と
思
っ
た
こ
と
と
、

法
人
と
し
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
み

て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
。
研

修
の
中
で
、
地
域
支
援
に
直
接
関
わ
っ
て

い
る
職
員
が
学
び
合
う
法
人
内
研
修
に
参

加
す
る
場
を
必
ず
設
定
し
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
法
人
が
努
力

し
て
い
る
部
分
も
見
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
た
。
同
じ
く
、
法
人
が
苦
労
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
隠
さ
ず
伝
え
、参
加
し
た
方
々

か
ら
逆
に
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
私
た
ち

が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
う
と
い
う
こ

と
も
多
々
あ
っ
た
。

●
梅
の
里

　あ
い
の
家

　松
本
宏
氏

・
研
修
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
当
法

人
に
と
っ
て
多
く
の
学
び
や
気
づ
き
が

あ
っ
た
。

・
研
修
生
の
姿
勢
や
質
問
等
を
目
の
当
た

り
に
す
る
と
、
私
た
ち
の
日
々
の
支
援
の

振
り
返
り
に
も
な
っ
て
、
貴
重
な
機
会
を

持
て
た
と
思
う
。

・
研
修
生
と
の
意
見
交
換
で
は
、
職
場
間

の
垣
根
を
越
え
た
や
り
と
り
が
あ
り
、
お

互
い
に
学
び
あ
い
を
実
感
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
同
じ
課
題
や
悩
み
を
抱
え
る
者

同
士
、
短
時
間
で
は
あ
っ
て
も
仲
間
意
識

が
生
ま
れ
た
と
思
う
。

・
現
場
の
職
員
に
お
い
て
も
、
自
ら
進
ん

で
勉
強
し
よ
う
と
い
う
姿
が
見
ら
れ
、
人

材
育
成
へ
の
大
き
な
効
果
に
つ
な
が
っ
た

と
思
う
。

・
研
修
に
来
ら
れ
る
方
は
、
実
務
経
験
の

長
い
方
も
多
く
、日
々
現
場
で
熱
意
を
持
っ

て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
達
で
、
高

い
支
援
レ
ベ
ル
に
見
合
っ
た
対
応
を
求
め

ら
れ
る
た
め
、
常
に
法
人
全
体
で
共
通
し

た
意
識
を
も
っ
て
、
支
援
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
難
し
い
な
と
感
じ
て
い
る
。

・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
研
修
等
が
設
け
ら

れ
る
と
更
に
充
実
す
る
と
思
う
。

●
菜
の
花
会

　し
も
ふ
さ
学
園

　舘
山
聡
氏

・
実
際
に
自
分
の
法
人
で
は
こ
う
い
う
考

え
で
支
援
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
か
に
伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。

・
丸
1
日
は
現
場
に
入
っ
て
実
習
を
す
る
。

現
場
の
職
員
に
も
良
い
刺
激
に
な
る
か
な

と
思
う
。

・
疑
問
に
思
っ
た
点
が
、
経
験
年
数
の
差

が
あ
る
職
員
が
い
て
、
3
年
目
や
5
年
目

の
職
員
の
方
や
大
ベ
テ
ラ
ン
の
20
数
年
の

方
が
一
緒
の
研
修
を
受
け
る
と
い
う
と
な

る
と
話
の
内
容
を
ど
ち
ら
に
あ
わ
せ
る
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
。

・
研
修
を
通
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広

が
る
と
こ
ろ
が
有
意
義
な
良
い
点
に
あ
げ

て
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
S
V
を
学
ぶ

と
い
う
部
分
に
お
い
て
、
各
施
設
、
法
人

の
職
員
に
お
い
て
は
困
難
な
利
用
者
の
事

例
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
に
つ
い

て
い
か
に
強
み
に
変
え
て
い
く
か
と
い
う

と
こ
ろ
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
し
て
、
そ
れ

を
現
場
に
持
っ
て
か
え
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
取
り
組
み
を
し
た
。

・
大
体
こ
う
い
う
研
修
を
受
け
入
れ
る
と
、

実
際
に
良
い
と
こ
ろ
を
言
っ
て
い
た
だ
け

る
が
、
ぜ
ひ
悪
い
と
こ
ろ
の
指
摘
も
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

●
嬉
泉

　袖
ケ
浦
の
び
ろ
学
園

　柳
淳
一
氏

・
萌
葱
の
郷
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
考
に
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。

・
初
年
度
、
受
講
生
の
中
か
ら
、
も
う
少

し
現
場
を
見
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

次
年
度
は
、
成
人
、
児
童
、
ど
ち
ら
の
学

園
に
す
る
か
希
望
を
取
っ
て
、
実
習
を
し

て
い
た
だ
い
た
。

・
講
義
を
入
れ
て
、
臨
床
実
習
を
入
れ
て
、

臨
床
実
習
の
後
に
、
実
習
生
と
意
見
交
換

を
し
た
。

・
思
い
も
よ
ら
ぬ
副
産
物
も
あ
り
、
児
童

施
設
は
成
人
施
設
へ
移
行
す
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
、
受
講
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、

卒
業
後
の
移
行
先
と
し
て
申
し
出
が
あ
り
、

良
い
出
会
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

・
当
法
人
か
ら
も
何
名
か
S
V
養
成
研
修

に
出
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
聞
く
と
、
臨

床
実
習
よ
り
も
見
学
研
修
が
多
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
も
う
少
し
現
場
で
研
修
を

し
た
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

●
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園

　霧
生
弘
長
氏

・
自
分
た
ち
の
理
念
を
改
め
て
見
直
す
良

い
機
会
に
な
っ
た
。
逆
に
こ
ち
ら
側
の
研

修
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

・
反
省
、
改
善
点
の
と
こ
ろ
で
、「
研
修
内

容
に
関
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
最
低
限
受

け
る
講
義
の
時
間
、
お
よ
び
現
場
で
の
実

務
研
修
の
時
間
を
指
定
す
る
等
あ
る
程
度

定
ま
っ
て
い
た
方
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
い
う
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
。

・
私
ど
も
の
法
人
の
支
援
の
主
軸
と
し
て

あ
る
受
容
的
交
流
理
論
に
つ
い
て
、
理
論
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的
に
講
義
や
座
学
だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
な

い
部
分
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
て
、
日
数

的
な
も
の
を
長
く
も
ら
っ
て
じ
っ
く
り
と

臨
床
実
習
の
方
で
感
じ
て
も
ら
い
た
い
、

伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
非
常
に

強
く
あ
る
。

●
横
浜
や
ま
び
こ
の
里

　東
や
ま
た
レ
ジ

デ
ン
ス

　木
村
重
之
氏

・
研
修
の
構
成
は
、
講
義
演
習
と
現
場
見

学
実
習
、
事
例
検
討
の
三
つ
の
柱
で
行
っ

た
。

・
単
独
職
員
に
よ
る
支
援
で
は
な
く
、
利

用
者
を
チ
ー
ム
で
支
援
し
て
い
く
仕
組
み
、

重
要
性
を
伝
え
た
。

・
講
義
演
習
で
は
、
初
め
に
構
造
化
さ
れ

た
支
援
を
提
供
す
る
理
由
や
意
味
を
理
解

し
て
も
ら
う
為
に
、
基
本
的
な
支
援
の
考

え
方
や
観
察
評
価
を
講
義
と
し
て
設
定
。

問
題
行
動
・
行
動
障
害
の
支
援
の
講
義
で

は
、
利
用
者
が
行
動
障
害
を
起
こ
す
人
で

は
な
く
、
環
境
と
の
相
互
関
係
の
中
で
生

じ
て
い
る
行
動
の
仮
説
を
、
障
害
特
性
と

関
連
づ
け
て
説
明
を
し
て
い
る
。
分
か
り

や
す
く
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
、
そ
う
し

た
行
動
が
改
善
で
き
る
可
能
性
を
説
明
し

て
い
る
。

・
講
義
、
演
習
と
現
場
見
学
実
習
で
は
、

作
業
エ
リ
ア
で
の
個
別
化
さ
れ
た
支
援
の

工
夫
や
チ
ー
ム
が
同
じ
考
え
方
や
関
り
に

よ
る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
仕
組
み
を
現

場
の
見
学
や
実
際
に
支
援
の
補
助
と
し
て

参
加
し
て
も
ら
い
実
感
し
て
も
ら
っ
た
。

・
テ
ィ
ー
チ
や
構
造
化
の
実
際
を
学
び
た

い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
い
た
が
、
方
法

論
や
技
能
習
得
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
自

閉
症
の
人
達
を
理
解
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
、

チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
の
進
め
方
に
研
修
の

力
点
を
か
け
た
。

・
今
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
研
修
が
と

ら
れ
て
い
け
ば
さ
ら
に
良
く
な
る
と
思
う
。

●
正
夢
の
会

　昭
島
生
活
実
習
所

　伊
藤
洋
介
氏

・
初
年
度
か
ら
あ
る
程
度
ひ
な
形
を
も
っ

た
形
で
、
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

・
基
本
的
に
は
現
場
実
習
が
多
い
が
、
そ

こ
に
講
義
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

・
か
な
り
事
業
数
が
多
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
あ
る
程
度
焦
点
を
絞
っ
て
S
V
の
方

に
学
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、

施
設
入
所
支
援
、
生
活
介
護
、
児
童
の
3

点
に
絞
っ
て
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

・
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
表
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
を
定
め
た

も
の
を
作
っ
て
い
て
、
利
用
者
支
援
が
滞

ら
な
い
よ
う
に
、
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
よ
う
な
工
夫
を
行
な
っ
て
る
。
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
だ
け
で
は
な
く
、
ニ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
取

り
組
み
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
者
様
の
良

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
視
点
を
も
っ
て
い

こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

評
価
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
重
要
性
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
当
法
人
の
心
理
士
の
講
義
も
行
っ

て
い
る
。

・
全
国
の
施
設
職
員
の
方
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
と
他
の
施

設
を
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
当
施
設
の
人
材

育
成
の
面
で
も
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

●
め
ひ
の
野
園

　う
さ
か
寮

　東
真
盛
氏

・
私
達
の
法
人
で
は
、
ま
ず
は
私
た
ち
の

さ
さ
や
か
な
実
践
の
全
て
を
見
て
い
た
だ

い
て
、
何
か
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
共
に

学
べ
れ
ば
と
受
け
入
れ
て
い
る
。

・
特
性
に
合
わ
せ
た
環
境
設
定
、
出
来
る

こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
活
か
し
た
日
中
活

動
、
法
人
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
委
員

会
活
動
、
地
域
と
の
連
携
・
地
域
生
活
支

援
に
つ
い
て
実
習
や
講
義
を
行
っ
た
。

・
現
在
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
の
も
一

つ
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、
こ
こ
に
至

る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
の
程
度
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
か
は
疑
問
に

思
っ
て
い
る
。
S
V
の
仕
事
は
そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
し
っ
か
り
と
積
ん
で
い
く
こ
と
だ

と
す
る
と
、
も
う
少
し
事
例
検
討
な
ど
に

力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

・
研
修
で
必
要
と
さ
れ
る
力
点
を
、
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
お
さ
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。「
こ
う
い
う
こ
と
は
学
べ
ま
し
た

か
」
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
受
け
入
れ

施
設
間
で
力
点
を
共
有
で
き
る
と
良
と
思

う
。

・
3
年
間
受
け
て
き
て
、
現
場
で
嬉
し
い

変
化
が
あ
り
、
外
部
の
目
を
入
れ
る
こ
と

で
、
職
員
の
意
識
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て

き
た
と
感
じ
て
い
る
。

●
檜
の
里

　あ
さ
け
学
園

　近
藤
裕
彦
氏

・
1
日
目
は
、
研
修
生
同
士
の
自
己
紹
介

と
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
部
署
で
ど
う
い
う
役

割
を
も
っ
て
こ
こ
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
、
或
い
は
そ
こ
の
施
設
や
現
場
の
紹

介
か
ら
始
め
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

施
設
全
体
の
見
学
を
し
て
も
ら
い
、
翌
日

か
ら
現
場
に
入
っ
て
も
ら
う
日
中
活
動
に

つ
い
て
説
明
。
2
日
目
か
ら
4
日
目
は
、

朝
の
引
継
ぎ
か
ら
夕
方
ま
で
、
朝
、
夕
の

生
活
時
間
や
日
中
活
動
に
入
っ
て
も
ら
い
、

振
り
返
り
の
討
議
を
夕
方
に
行
う
。
5
日

目
は
実
習
全
般
を
通
じ
て
の
討
議
の
後
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
講
義
を
一
つ
行
う
。

・
受
け
入
れ
の
効
果
は
、
当
施
設
の
支
援

者
が
支
援
行
動
を
相
手
に
理
解
で
き
る
よ

う
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
客
観
的
な
振
り
返
り
の
機
会
が
で
き

た
。
そ
し
て
、
外
部
の
様
々
な
現
場
の
様

子
を
聞
い
た
り
、
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
3
番
目
に
、
虐
待
、
行
き
過
ぎ
た

支
援
の
防
止
に
向
け
て
の
第
三
者
評
価
の

一
助
と
な
っ
た
。
4
番
目
と
し
て
、
今
後

の
仕
事
上
の
メ
リ
ハ
リ
、
研
修
の
意
欲
向

上
に
な
っ
た
。
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的
に
講
義
や
座
学
だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
な

い
部
分
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
て
、
日
数

的
な
も
の
を
長
く
も
ら
っ
て
じ
っ
く
り
と

臨
床
実
習
の
方
で
感
じ
て
も
ら
い
た
い
、

伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
非
常
に

強
く
あ
る
。

●
横
浜
や
ま
び
こ
の
里

　東
や
ま
た
レ
ジ

デ
ン
ス

　木
村
重
之
氏

・
研
修
の
構
成
は
、
講
義
演
習
と
現
場
見

学
実
習
、
事
例
検
討
の
三
つ
の
柱
で
行
っ

た
。

・
単
独
職
員
に
よ
る
支
援
で
は
な
く
、
利

用
者
を
チ
ー
ム
で
支
援
し
て
い
く
仕
組
み
、

重
要
性
を
伝
え
た
。

・
講
義
演
習
で
は
、
初
め
に
構
造
化
さ
れ

た
支
援
を
提
供
す
る
理
由
や
意
味
を
理
解

し
て
も
ら
う
為
に
、
基
本
的
な
支
援
の
考

え
方
や
観
察
評
価
を
講
義
と
し
て
設
定
。

問
題
行
動
・
行
動
障
害
の
支
援
の
講
義
で

は
、
利
用
者
が
行
動
障
害
を
起
こ
す
人
で

は
な
く
、
環
境
と
の
相
互
関
係
の
中
で
生

じ
て
い
る
行
動
の
仮
説
を
、
障
害
特
性
と

関
連
づ
け
て
説
明
を
し
て
い
る
。
分
か
り

や
す
く
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
、
そ
う
し

た
行
動
が
改
善
で
き
る
可
能
性
を
説
明
し

て
い
る
。

・
講
義
、
演
習
と
現
場
見
学
実
習
で
は
、

作
業
エ
リ
ア
で
の
個
別
化
さ
れ
た
支
援
の

工
夫
や
チ
ー
ム
が
同
じ
考
え
方
や
関
り
に

よ
る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
仕
組
み
を
現

場
の
見
学
や
実
際
に
支
援
の
補
助
と
し
て

参
加
し
て
も
ら
い
実
感
し
て
も
ら
っ
た
。

・
テ
ィ
ー
チ
や
構
造
化
の
実
際
を
学
び
た

い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
い
た
が
、
方
法

論
や
技
能
習
得
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
自

閉
症
の
人
達
を
理
解
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
、

チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
の
進
め
方
に
研
修
の

力
点
を
か
け
た
。

・
今
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
研
修
が
と

ら
れ
て
い
け
ば
さ
ら
に
良
く
な
る
と
思
う
。

●
正
夢
の
会

　昭
島
生
活
実
習
所

　伊
藤
洋
介
氏

・
初
年
度
か
ら
あ
る
程
度
ひ
な
形
を
も
っ

た
形
で
、
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

・
基
本
的
に
は
現
場
実
習
が
多
い
が
、
そ

こ
に
講
義
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

・
か
な
り
事
業
数
が
多
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
あ
る
程
度
焦
点
を
絞
っ
て
S
V
の
方

に
学
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、

施
設
入
所
支
援
、
生
活
介
護
、
児
童
の
3

点
に
絞
っ
て
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

・
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
表
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
を
定
め
た

も
の
を
作
っ
て
い
て
、
利
用
者
支
援
が
滞

ら
な
い
よ
う
に
、
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
よ
う
な
工
夫
を
行
な
っ
て
る
。
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
だ
け
で
は
な
く
、
ニ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
取

り
組
み
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
者
様
の
良

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
視
点
を
も
っ
て
い

こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

評
価
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
重
要
性
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
当
法
人
の
心
理
士
の
講
義
も
行
っ

て
い
る
。

・
全
国
の
施
設
職
員
の
方
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
と
他
の
施

設
を
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
当
施
設
の
人
材

育
成
の
面
で
も
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

●
め
ひ
の
野
園

　う
さ
か
寮

　東
真
盛
氏

・
私
達
の
法
人
で
は
、
ま
ず
は
私
た
ち
の

さ
さ
や
か
な
実
践
の
全
て
を
見
て
い
た
だ

い
て
、
何
か
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
共
に

学
べ
れ
ば
と
受
け
入
れ
て
い
る
。

・
特
性
に
合
わ
せ
た
環
境
設
定
、
出
来
る

こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
活
か
し
た
日
中
活

動
、
法
人
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
委
員

会
活
動
、
地
域
と
の
連
携
・
地
域
生
活
支

援
に
つ
い
て
実
習
や
講
義
を
行
っ
た
。

・
現
在
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
の
も
一

つ
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、
こ
こ
に
至

る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
の
程
度
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
か
は
疑
問
に

思
っ
て
い
る
。
S
V
の
仕
事
は
そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
し
っ
か
り
と
積
ん
で
い
く
こ
と
だ

と
す
る
と
、
も
う
少
し
事
例
検
討
な
ど
に

力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

・
研
修
で
必
要
と
さ
れ
る
力
点
を
、
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
お
さ
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。「
こ
う
い
う
こ
と
は
学
べ
ま
し
た

か
」
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
受
け
入
れ

施
設
間
で
力
点
を
共
有
で
き
る
と
良
と
思

う
。

・
3
年
間
受
け
て
き
て
、
現
場
で
嬉
し
い

変
化
が
あ
り
、
外
部
の
目
を
入
れ
る
こ
と

で
、
職
員
の
意
識
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て

き
た
と
感
じ
て
い
る
。

●
檜
の
里

　あ
さ
け
学
園

　近
藤
裕
彦
氏

・
1
日
目
は
、
研
修
生
同
士
の
自
己
紹
介

と
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
部
署
で
ど
う
い
う
役

割
を
も
っ
て
こ
こ
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
、
或
い
は
そ
こ
の
施
設
や
現
場
の
紹

介
か
ら
始
め
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

施
設
全
体
の
見
学
を
し
て
も
ら
い
、
翌
日

か
ら
現
場
に
入
っ
て
も
ら
う
日
中
活
動
に

つ
い
て
説
明
。
2
日
目
か
ら
4
日
目
は
、

朝
の
引
継
ぎ
か
ら
夕
方
ま
で
、
朝
、
夕
の

生
活
時
間
や
日
中
活
動
に
入
っ
て
も
ら
い
、

振
り
返
り
の
討
議
を
夕
方
に
行
う
。
5
日

目
は
実
習
全
般
を
通
じ
て
の
討
議
の
後
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
講
義
を
一
つ
行
う
。

・
受
け
入
れ
の
効
果
は
、
当
施
設
の
支
援

者
が
支
援
行
動
を
相
手
に
理
解
で
き
る
よ

う
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
客
観
的
な
振
り
返
り
の
機
会
が
で
き

た
。
そ
し
て
、
外
部
の
様
々
な
現
場
の
様

子
を
聞
い
た
り
、
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
3
番
目
に
、
虐
待
、
行
き
過
ぎ
た

支
援
の
防
止
に
向
け
て
の
第
三
者
評
価
の

一
助
と
な
っ
た
。
4
番
目
と
し
て
、
今
後

の
仕
事
上
の
メ
リ
ハ
リ
、
研
修
の
意
欲
向

上
に
な
っ
た
。
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・
課
題
と
し
て
、
取
り
組
み
の
内
容
を
見

て
も
ら
っ
て
理
解
し
た
と
し
て
も
、
各
自

の
現
場
に
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
。

・
現
場
実
習
が
日
中
活
動
中
心
で
、
早
朝
、

或
い
は
夜
間
の
生
活
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
研
修
に
提
供
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
課

題
と
し
て
残
る
。

●
北
摂
杉
の
子
会

　ジ
ョ
ブ
サ
イ
ト
よ
ど

　田
端
た
ま
み
氏

・
初
日
に
法
人
全
体
の
概
要
と
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
後
、
意
見
交

換
。
二
日
目
か
ら
は
、
生
活
か
ら
日
中
活

動
ま
で
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
に
行
動
障

害
の
方
の
G
H
の
見
学
、
入
所
施
設
の
見

学
お
よ
び
、
行
動
障
害
の
支
援
と
い
う
こ

と
で
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、ケ
ー

ス
会
議
。
二
日
目
の
夜
に
懇
親
会
を
行
い
、

若
手
の
職
員
な
ど
と
意
見
交
換
会
。
三
日

目
は
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
ジ
ョ
ブ

ジ
ョ
イ
ン
ト
大
阪
で
臨
床
実
習
。
そ
の
後
、

ジ
ョ
ブ
サ
イ
ト
よ
ど
の
就
労
継
続
B
型
、

生
活
介
護
事
業
所
で
の
臨
床
実
習
。
夕
方

に
う
ち
の
研
修
の
人
材
育
成
研
修
室
の
講

師
に
よ
る
、
自
閉
症
の
特
性
や
脳
の
方
か

ら
見
た
研
修
。
自
閉
症
者
の
就
労
支
援
を
、

回
に
よ
っ
て
や
っ
て
い
る
。
最
後
の
日
に
、

こ
ど
も
の
療
育
セ
ン
タ
ー
で
臨
床
実
習
を

し
て
い
る
。

・
課
題
と
し
て
、
も
っ
と
法
人
全
体
で
ス

ト
ー
リ
ー
の
あ
る
研
修
企
画
が
必
要
か
と

感
じ
て
い
る
。

・
S
V
実
務
研
修
の
最
低
限
盛
り
込
む
こ

と
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
み
た
い
な
も
の
が
あ

れ
ば
企
画
し
や
す
い
と
思
う
。法
人
に
よ
っ

て
格
差
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
律
に
実

習
に
受
け
入
れ
た
ら
良
い
と
思
う
。

・
最
初
に
実
習
先
の
法
人
を
選
ぶ
際
に
、

な
か
な
か
実
施
要
綱
だ
け
で
は
内
容
が
分

か
り
難
く
、
選
択
す
る
の
に
困
っ
た
と
い

う
話
が
あ
っ
た
。

●
あ
か
り
の
家

　尾
崎
勇
一
氏

・
全
自
者
協
の
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
法

人
全
体
で
成
功
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
思

い
を
強
く
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
、
自
分
た
ち
が

学
ぶ
機
会
だ
と
、
職
員
が
強
く
意
識
し
て

い
る
。

・
で
き
る
だ
け
客
観
的
な
支
援
を
、
言
葉

に
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
講
義
だ
け
で
は
難
し
い
利
用
者
の
支
援

を
、
最
初
に
三
原
園
長
か
ら
し
っ
か
り
説

明
を
し
て
も
ら
っ
た
後
に
、
臨
床
実
習
と

い
う
形
で
現
場
に
入
っ
て
も
ら
う
。
そ
の

後
「
リ
ハ
ビ
リ
的
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
の

事
例
検
討
を
し
て
、
流
れ
を
も
っ
て
説
明

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
受
講
者
の
方
に
も

言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
を
見
て
、
取

り
組
み
や
流
れ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
分
か

り
や
す
く
理
解
し
て
も
ら
え
て
い
る
と
思

う
。

・
研
修
担
当
が
入
ら
な
い
形
で
、
受
講
生

だ
け
の
時
間
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
4
日
目

の
最
後
に
設
定
し
て
い
る
。

・
受
講
生
が
多
種
多
様
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
相
談
支
援
や
会
社
関
係
の
人
が
増
え
、

一
般
的
な
福
祉
、
あ
か
り
の
家
で
や
っ
て

い
る
入
所
支
援
や
通
所
支
援
で
は
な
い
と

こ
ろ
で
の
意
見
も
多
数
で
て
き
て
い
る
の

で
、
そ
こ
に
対
す
る
支
援
が
弱
く
な
っ
て

い
る
な
と
思
う
。

・
日
中
だ
け
で
は
な
く
、
早
朝
や
夜
間
を

見
学
し
た
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
な

か
な
か
時
間
が
と
れ
ず
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

●
三
気
の
会

　三
気
の
里

　佐
藤
和
也
氏

・
自
閉
症
、
発
達
障
害
、
全
自
者
協
、
社

会
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
を

も
っ
て
受
け
入
れ
を
図
っ
た
。

・
施
設
の
透
明
化
を
図
る
。
受
講
者
と
い

う
第
三
者
の
目
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の

支
援
を
見
直
す
。
情
報
を
整
理
し
て
、
説

明
す
る
術
を
学
ん
で
、
説
明
責
任
を
果
た

す
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ
の
意
義
と
し

て
行
っ
た
。

・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
萌
葱
の
郷
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
考
に
し
た
。

・
事
業
所
の
事
業
説
明
、
現
場
で
の
臨
床

実
習
、
力
を
入
れ
て
い
る
動
作
法
の
実
技

講
習
、
強
度
行
動
障
害
の
取
り
組
み
。
事

例
検
討
会
。
今
年
度
は
震
災
が
あ
っ
た
の

で
、
今
年
度
は
震
災
の
事
例
報
告
。
受
講

生
と
の
情
報
交
換
。

・
受
講
者
の
立
場
の
受
講
希
望
の
動
機
に

よ
っ
て
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
変
え
な
い

と
い
け
な
い
な
と
考
え
て
い
る
。

・
三
気
の
里
は
開
所
か
ら
の
創
始
者
の
思

い
を
基
に
、
運
営
、
理
念
、
療
育
を
や
っ

て
い
る
。
そ
こ
の
経
緯
を
説
明
し
て
い
る
。

三
気
の
里
は
特
別
な
療
育
を
利
用
者
に
当

て
は
め
る
の
で
は
な
く
、
利
用
者
に
応
じ

た
支
援
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で

や
っ
て
い
る
。

・
受
講
生
の
方
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。

・
実
習
の
実
施
側
も
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
だ

け
で
は
な
く
、
若
手
、
3
年
目
、
中
堅
に

研
修
実
施
を
し
て
も
ら
い
、
こ
ち
ら
側
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

●
萌
葱
の
郷

　五
十
嵐
猛
氏

・
初
日
に
法
人
の
理
念
に
つ
い
て
理
事
長

か
ら
話
が
あ
り
、
2
日
目
か
ら
4
日
目
で

臨
床
実
習
。
自
閉
症
総
合
援
助
セ
ン
タ
ー
、

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
施
設
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
認
定
こ
ど
も

園
等
を
含
め
て
見
学
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
最
終
日
に
、
大
分
県
の
発
達
障
害
者

支
援
者
養
成
研
修
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

い
る
。

●
め
ぶ
き
園

　野
上
悦
男
氏

・
現
場
を
見
た
い
と
い
う
意
見
が
多
い
の

で
、
丸
一
日
と
半
日
午
前
中
、
現
場
に
入
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

・
現
場
の
方
は
結
構
大
変
だ
が
、
実
際
に
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受
け
入
れ
て
み
て
や
は
り
そ
れ
な
り
の
人

が
研
修
を
受
け
ら
れ
、
中
を
見
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
職
員
に
と
っ
て
よ
い
刺
激

に
な
り
、
人
材
育
成
に
な
っ
て
い
る
。

・
実
習
に
来
る
人
の
職
種
や
児
童
、
臨
床

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
が
来
る
の

で
、
そ
こ
を
絞
っ
て
受
け
入
れ
る
よ
う
に

で
き
れ
ば
よ
い
研
修
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
受
け
入
れ
側
と
し
て
感
じ
て
い
る
。

●
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

　新
宮
貴
志
氏

・
4
日
目
の
研
修
は
1
日
を
通
し
て
、
幼

児
か
ら
学
童
児
ま
で
の
主
に
こ
ど
も
達
を

対
象
に
支
援
を
し
て
い
る
現
場
を
見
て
も

ら
っ
て
い
る
。

・
午
前
中
の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
同
一

敷
地
内
に
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、

認
定
こ
ど
も
園
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
三
つ
が
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
く
る
メ
リ
ッ
ト
や
成
り
立

ち
の
説
明
を
し
て
、
早
期
療
育
の
必
要
性

や
対
人
関
係
を
中
心
に
、
大
切
さ
を
伝
え

て
い
る
。

・
午
前
の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入

る
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

課
題
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
時

間
を
調
整
し
て
現
場
に
入
る
時
間
等
を
少

し
ず
つ
長
く
し
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

・
受
け
入
れ
た
こ
と
の
効
果
と
し
て
、
他

の
と
こ
ろ
の
職
員
が
来
て
、
実
際
の
現
場

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
現
場
で
働
く

職
員
の
ス
キ
ル
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
第
三
者
の
目
か
ら
見
て
も
ら
い
、色
々

な
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
職
員
の
質

の
向
上
や
虐
待
の
防
止
な
ど
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
効
果
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。

【
三
原
憲
二
副
会
長
】

・
13
法
人
、
様
々
な
角
度
か
ら
意
見
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

・
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
受
講

生
の
高
い
評
価
の
下
で
、
ど
の
法
人
も
実

施
し
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。

・
受
講
者
に
は
、
管
理
者
系
の
人
も
多
く
、

経
験
年
数
も
様
々
、
支
援
関
係
者
だ
け
で

は
な
く
、
相
談
関
係
者
多
く
、
学
校
の
先

生
も
あ
っ
て
、
幅
が
あ
る
。
受
講
者
が
1

回
目
と
変
わ
り
始
め
た
と
い
う
議
論
も

あ
っ
た
。

・
S
V
研
修
は
集
合
で
の
座
学
、
実
務
、

当
事
者
支
援
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
が
、

本
格
、
本
物
が
売
り
物
の
よ
う
な
気
が
し

て
い
る
。
全
自
者
協
の
施
設
で
の
実
務
研

修
が
そ
の
本
物
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
点

は
再
確
認
し
た
い
。

・
実
務
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
が
、

多
く
は
萌
葱
の
郷
の
も
の
を
モ
デ
ル
に
し

て
い
る
。「
実
務
研
修
」
と
い
う
も
の
も
、

法
人
に
よ
っ
て
、座
学
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

実
習
と
か
な
り
幅
が
あ
る
。
見
学
的
な
も

の
か
ら
体
験
的
、
臨
床
的
な
ど
、
色
々
な

言
葉
で
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
実
務
」
と

い
う
も
の
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
風
に
考

え
て
い
く
の
か
、こ
れ
か
ら
の
大
き
い
テ
ー

マ
に
な
る
。

・
五
十
嵐
副
会
長
が
、
受
け
入
れ
法
人
に

と
っ
て
も
「
法
人
全
体
の
底
上
げ
に
な
る
」

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
言
葉
に
さ
れ
て
い
た

が
、
現
場
の
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
、

受
講
生
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
、

職
員
の
目
の
色
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と

な
ど
、
多
く
の
法
人
が
取
り
上
げ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
の
成
果
も
挙

が
っ
て
い
た
。

・
受
け
入
れ
法
人
の
基
準
を
ど
う
す
る
の

か
と
い
う
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
が
あ
る
。

ど
う
い
う
基
準
で
受
け
入
れ
法
人
を
選
定

す
る
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
各
法
人
の
任
意

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
印
象
が
強
い
が
こ

れ
を
ど
う
す
る
か
、
避
け
ら
れ
な
い
課
題

で
あ
る
。

・
S
V
養
成
研
修
は
日
本
財
団
か
ら
助
成

を
受
け
て
い
た
が
、
3
年
目
が
終
わ
り
、

今
、
4
年
目
の
申
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

も
し
日
本
財
団
で
助
成
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
に
、
ど
う
し
て
い
く
か
。
厚
労
省
の

実
務
研
修
に
関
す
る
指
定
研
究
を
、
全
自

者
協
を
代
表
し
て
嬉
泉
で
行
っ
て
い
る
が
、

我
々
の
S
V
実
務
研
修
が
高
い
評
価
の
下

で
、
相
当
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う

事
実
は
し
っ
か
り
反
映
さ
せ
た
い
。

【
実
行
委
員
か
ら
】

●
は
る
に
れ
の
里

　木
村
昭
一
氏

・
今
日
、
話
を
聞
い
て
感
銘
を
受
け
た
。

S
V
研
修
が
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て

い
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
。

・
共
通
し
て
い
る
の
は
、
参
加
し
た
研
修

生
も
受
け
入
れ
し
た
事
業
所
も
学
び
あ
っ

て
い
る
。
な
お
か
つ
自
閉
症
施
設
法
人
は
、

ど
こ
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
タ
ー
ト
の
仕
方
を

し
て
い
る
。
ど
こ
も
支
援
ス
ピ
リ
ッ
ツ
、

こ
だ
わ
り
の
ス
キ
ー
ム
を
持
っ
て
い
る
の

が
現
状
。
そ
れ
が
S
V
研
修
を
通
し
て
標

準
化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

・
S
V
研
修
は
参
加
者
の
成
長
を
促
す
も

の
で
は
あ
る
が
、
派
遣
し
た
側
、
受
け
入

れ
た
側
、
事
業
所
と
し
て
組
織
と
し
て
大

き
な
成
長
を
促
さ
れ
て
い
る
な
と
実
感
し

て
い
る
。

・
今
後
、
厚
労
省
の
制
度
研
修
に
も
っ
て

い
き
た
い
の
が
願
い
。
国
に
対
し
て
、
私

た
ち
の
研
修
の
意
義
を
認
め
さ
せ
ら
れ
る

か
が
、
最
終
的
な
焦
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
現
時
点
で
の
成
果
を
し
っ
か
り
と

厚
労
省
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
た
。

●
檜
の
里

　近
藤
裕
彦
氏

・
最
初
、
こ
の
S
V
養
成
研
修
を
始
め
る

時
に
、
た
ぶ
ん
周
囲
の
目
と
し
て
は
、
全

自
者
協
の
管
理
者
を
養
成
す
る
た
め
の
研

修
を
申
請
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

・
実
際
に
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
、

全
自
者
協
の
施
設
よ
り
も
そ
れ
以
外
の
事

業
所
の
人
の
参
加
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ



（ 7）	 全自者協ニュース	 2017年3月

受
け
入
れ
て
み
て
や
は
り
そ
れ
な
り
の
人

が
研
修
を
受
け
ら
れ
、
中
を
見
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
職
員
に
と
っ
て
よ
い
刺
激

に
な
り
、
人
材
育
成
に
な
っ
て
い
る
。

・
実
習
に
来
る
人
の
職
種
や
児
童
、
臨
床

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
が
来
る
の

で
、
そ
こ
を
絞
っ
て
受
け
入
れ
る
よ
う
に

で
き
れ
ば
よ
い
研
修
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
受
け
入
れ
側
と
し
て
感
じ
て
い
る
。

●
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

　新
宮
貴
志
氏

・
4
日
目
の
研
修
は
1
日
を
通
し
て
、
幼

児
か
ら
学
童
児
ま
で
の
主
に
こ
ど
も
達
を

対
象
に
支
援
を
し
て
い
る
現
場
を
見
て
も

ら
っ
て
い
る
。

・
午
前
中
の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
同
一

敷
地
内
に
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、

認
定
こ
ど
も
園
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
三
つ
が
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
く
る
メ
リ
ッ
ト
や
成
り
立

ち
の
説
明
を
し
て
、
早
期
療
育
の
必
要
性

や
対
人
関
係
を
中
心
に
、
大
切
さ
を
伝
え

て
い
る
。

・
午
前
の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入

る
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

課
題
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
時

間
を
調
整
し
て
現
場
に
入
る
時
間
等
を
少

し
ず
つ
長
く
し
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

・
受
け
入
れ
た
こ
と
の
効
果
と
し
て
、
他

の
と
こ
ろ
の
職
員
が
来
て
、
実
際
の
現
場

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
現
場
で
働
く

職
員
の
ス
キ
ル
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
第
三
者
の
目
か
ら
見
て
も
ら
い
、色
々

な
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
職
員
の
質

の
向
上
や
虐
待
の
防
止
な
ど
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
効
果
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。

【
三
原
憲
二
副
会
長
】

・
13
法
人
、
様
々
な
角
度
か
ら
意
見
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

・
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
受
講

生
の
高
い
評
価
の
下
で
、
ど
の
法
人
も
実

施
し
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。

・
受
講
者
に
は
、
管
理
者
系
の
人
も
多
く
、

経
験
年
数
も
様
々
、
支
援
関
係
者
だ
け
で

は
な
く
、
相
談
関
係
者
多
く
、
学
校
の
先

生
も
あ
っ
て
、
幅
が
あ
る
。
受
講
者
が
1

回
目
と
変
わ
り
始
め
た
と
い
う
議
論
も

あ
っ
た
。

・
S
V
研
修
は
集
合
で
の
座
学
、
実
務
、

当
事
者
支
援
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
が
、

本
格
、
本
物
が
売
り
物
の
よ
う
な
気
が
し

て
い
る
。
全
自
者
協
の
施
設
で
の
実
務
研

修
が
そ
の
本
物
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
点

は
再
確
認
し
た
い
。

・
実
務
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
が
、

多
く
は
萌
葱
の
郷
の
も
の
を
モ
デ
ル
に
し

て
い
る
。「
実
務
研
修
」
と
い
う
も
の
も
、

法
人
に
よ
っ
て
、座
学
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

実
習
と
か
な
り
幅
が
あ
る
。
見
学
的
な
も

の
か
ら
体
験
的
、
臨
床
的
な
ど
、
色
々
な

言
葉
で
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
実
務
」
と

い
う
も
の
を
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
風
に
考

え
て
い
く
の
か
、こ
れ
か
ら
の
大
き
い
テ
ー

マ
に
な
る
。

・
五
十
嵐
副
会
長
が
、
受
け
入
れ
法
人
に

と
っ
て
も
「
法
人
全
体
の
底
上
げ
に
な
る
」

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
言
葉
に
さ
れ
て
い
た

が
、
現
場
の
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
、

受
講
生
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
、

職
員
の
目
の
色
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と

な
ど
、
多
く
の
法
人
が
取
り
上
げ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
の
成
果
も
挙

が
っ
て
い
た
。

・
受
け
入
れ
法
人
の
基
準
を
ど
う
す
る
の

か
と
い
う
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
が
あ
る
。

ど
う
い
う
基
準
で
受
け
入
れ
法
人
を
選
定

す
る
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
各
法
人
の
任
意

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
印
象
が
強
い
が
こ

れ
を
ど
う
す
る
か
、
避
け
ら
れ
な
い
課
題

で
あ
る
。

・
S
V
養
成
研
修
は
日
本
財
団
か
ら
助
成

を
受
け
て
い
た
が
、
3
年
目
が
終
わ
り
、

今
、
4
年
目
の
申
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

も
し
日
本
財
団
で
助
成
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
に
、
ど
う
し
て
い
く
か
。
厚
労
省
の

実
務
研
修
に
関
す
る
指
定
研
究
を
、
全
自

者
協
を
代
表
し
て
嬉
泉
で
行
っ
て
い
る
が
、

我
々
の
S
V
実
務
研
修
が
高
い
評
価
の
下

で
、
相
当
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う

事
実
は
し
っ
か
り
反
映
さ
せ
た
い
。

【
実
行
委
員
か
ら
】

●
は
る
に
れ
の
里

　木
村
昭
一
氏

・
今
日
、
話
を
聞
い
て
感
銘
を
受
け
た
。

S
V
研
修
が
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て

い
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
。

・
共
通
し
て
い
る
の
は
、
参
加
し
た
研
修

生
も
受
け
入
れ
し
た
事
業
所
も
学
び
あ
っ

て
い
る
。
な
お
か
つ
自
閉
症
施
設
法
人
は
、

ど
こ
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
タ
ー
ト
の
仕
方
を

し
て
い
る
。
ど
こ
も
支
援
ス
ピ
リ
ッ
ツ
、

こ
だ
わ
り
の
ス
キ
ー
ム
を
持
っ
て
い
る
の

が
現
状
。
そ
れ
が
S
V
研
修
を
通
し
て
標

準
化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

・
S
V
研
修
は
参
加
者
の
成
長
を
促
す
も

の
で
は
あ
る
が
、
派
遣
し
た
側
、
受
け
入

れ
た
側
、
事
業
所
と
し
て
組
織
と
し
て
大

き
な
成
長
を
促
さ
れ
て
い
る
な
と
実
感
し

て
い
る
。

・
今
後
、
厚
労
省
の
制
度
研
修
に
も
っ
て

い
き
た
い
の
が
願
い
。
国
に
対
し
て
、
私

た
ち
の
研
修
の
意
義
を
認
め
さ
せ
ら
れ
る

か
が
、
最
終
的
な
焦
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
現
時
点
で
の
成
果
を
し
っ
か
り
と

厚
労
省
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
た
。

●
檜
の
里

　近
藤
裕
彦
氏

・
最
初
、
こ
の
S
V
養
成
研
修
を
始
め
る

時
に
、
た
ぶ
ん
周
囲
の
目
と
し
て
は
、
全

自
者
協
の
管
理
者
を
養
成
す
る
た
め
の
研

修
を
申
請
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

・
実
際
に
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
、

全
自
者
協
の
施
設
よ
り
も
そ
れ
以
外
の
事

業
所
の
人
の
参
加
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
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と
が
ま
さ
に
世
間
か
ら
認
め
ら
れ
た
実
務

研
修
と
思
っ
て
い
る
。

・
皆
さ
ん
の
話
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
次
に
ど
う
繋
い
で
い
く
か
と
い
う
と

こ
ろ
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

●
石
井
啓
副
会
長

　
こ
の
実
務
研
修
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ

ん
の
素
晴
ら
し
い
熱
気
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
今
日
の
大
き
な
成
果
だ
と

思
う
。

・
今
後
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
一
つ
は
こ
の
研
修
が
、
全
自
者
協

と
し
て
何
が
売
り
な
の
か
と
い
う
も
の
。

強
み
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
現

場
力
だ
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
入
所
に
限
ら

な
い
が
、
あ
る
意
味
集
約
し
た
形
で
利
用

者
支
援
を
し
て
い
る
と
い
う
現
場
の
力
を

生
か
し
た
研
修
を
、
ど
う
組
み
立
て
る
の

か
だ
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
理
念
的
な
こ
と

は
、
当
然
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
必
要
だ

が
、
現
場
に
ど
う
研
修
を
取
り
組
む
か
、

共
通
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

・
ど
う
い
っ
た
人
材
を
養
成
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
、
も
う
少
し
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
と
い
う
こ
と
に
特
化
し
た
形
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
。

【
総
括

　五
十
嵐
康
郎
副
会
長
】

・
皆
さ
ん
の
話
を
伺
っ
て
、
S
V
研
修
を

実
施
し
て
大
変
良
か
っ
た
な
と
ま
ず
は
思

う
。

・「
S
V
養
成
研
修
に
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
持
た
れ
た
方

が
い
た
と
思
う
が
、
私
は
S
V
と
い
う
も

の
は
、
一
片
の
講
義
や
研
修
で
培
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
本
当
に

幅
広
い
、
専
門
的
な
知
識
と
質
の
高
い
実

務
経
験
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
当

の
意
味
で
S
V
と
な
り
う
る
。
S
V
研

修
と
名
乗
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
終
わ
っ

て
S
V
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思

う
。

・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
、
受
講
生
の

幅
の
広
さ
と
ニ
ー
ズ
の
問
題
が
様
々
で
て

い
た
が
、
私
の
私
見
で
申
し
上
げ
る
と
、

一
定
程
度
、
色
々
な
具
体
的
な
こ
と
を
し

て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
で
、
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
参
考
に
し
つ
つ
、
標
準
化
す
る

必
要
は
あ
る
と
思
う
が
、
た
だ
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
受
け
入
れ
法
人
の
特
色
や
、
や
っ

て
い
る
事
業
の
内
容
も
違
う
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
は
あ
っ
て
よ
い
と
思
う
。
研

修
受
講
す
る
際
に
、
ど
こ
を
希
望
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
迷
っ
た
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
の
で
、今
後
、法
人
の
特
色
と
し
て
、

こ
こ
で
何
が
学
べ
る
の
か
を
、
受
講
す
る

方
に
分
か
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
と
思
う
。

・
受
講
生
の
幅
が
広
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
こ
十
数
年
大
分
県
で
色
々
な
研
修
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
私
ど
も
の
法
人
で
は
、

医
療
機
関
、保
育
、教
育
機
関
、労
働
機
関
、

行
政
な
ど
、
非
常
に
多
様
な
、
経
験
年
数

も
多
様
な
方
が
受
講
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
私
た
ち
が
伝
え
て
い
る
の
は
、
基
本
理

念
と
、
実
際
に
や
っ
て
い
る
こ
と
を
見
て

い
た
だ
く
。そ
し
て
こ
う
い
う
思
い
で
や
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
し
か
な
い

と
思
う
。
こ
ち
ら
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
、

き
ち
ん
と
理
念
も
含
め
て
実
践
を
伝
え
て

い
く
と
い
う
こ
と
。
実
際
に
は
、
受
講
生

を
あ
る
程
度
そ
ろ
え
る
と
い
う
こ
と
は
現

実
的
に
難
し
い
。

・
受
け
入
れ
人
数
の
問
題
は
、
う
ち
は
6

人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
一
定
程
度
の
人

数
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
受
講
者
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
連
携
、
関
係

が
育
つ
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
人

数
が
い
た
ほ
う
が
、
受
講
生
も
色
々
な
面

で
参
考
に
な
る
と
思
う
。
受
入
側
も
学
ぶ

点
の
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

・
受
講
期
間
は
、
4
日
な
い
し
5
日
。
す

べ
て
の
事
業
を
き
ち
ん
と
満
足
で
き
る
と

こ
ろ
ま
で
伝
え
る
の
は
不
可
能
だ
が
、
派

遣
す
る
側
の
負
担
も
考
え
る
と
、
1
週
間

く
ら
い
が
限
度
だ
ろ
う
。

・
今
日
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
皆
さ

ん
が
論
議
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
た
ら
な

か
っ
た
。
次
年
度
以
降
、
研
修
大
会
に
お

い
て
、
例
え
ば
分
科
会
で
「
S
V
養
成
研

修
の
在
り
方
に
つ
い
て
」「
実
務
研
修
に
あ

り
方
に
つ
い
て
」
な
ど
の
分
科
会
を
設
け

て
、
も
う
少
し
時
間
を
も
っ
て
討
議
を
深

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

【
松
上
利
男
会
長
】

・
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
一
回
目

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
来
年
は
人
材
育
成
、

S
V
に
つ
い
て
の
分
科
会
で
大
い
に
議
論

す
る
の
は
私
も
大
賛
成
。
そ
れ
を
通
じ
て
、

さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い
け
る
と
良
い
と
思

う
。

・
厚
労
省
で
、
ど
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く

る
の
か
と
い
う
の
は
あ
る
が
、
実
際
に

S
V
を
養
成
す
る
と
き
に
、
実
務
研
修
は

必
要
だ
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
仕
組
み
を
つ
く
る
の

が
私
た
ち
の
課
題
。
現
在
の
日
本
の
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平成 28 年度　厚生労働省との懇談会報告

＜日　時＞　平成 29 年 1 月 17 日（火）10：00 ～ 11：30
＜場　所＞　厚生労働省
＜出席者＞
　厚生労働省　日詰正文専門官、曽根直樹専門官
　全日本自閉症支援者協会
　会　　長　松上  利男（北摂杉の子会）
　副 会 長　五十嵐  康郎（萌葱の郷）、三原  憲二（あかりの家）、石井  啓（嬉泉）、
　常任理事　木村  昭一（はるにれの里）、近藤 裕彦（檜の里）
　理　　事　中野  伊知郎（侑愛会）、後藤  博行（横須賀たんぽぽの郷）、松本  正（ひらきの里）
　事 務 局　佐々木  寛昭（北摂杉の子会）
　広　　報　五十嵐  猛（萌葱の郷）

会長より新たに職能団体として活動することを目指して名称変更をしたことと、社団法人化に向けて手続
き中であることの報告を始め、以下の 4 点についての意見交換と要望を行った。

①発達障害支援スーパーバイザー養成研修の協働化に向けて
　発達障害支援スーパーバイザーの実績に基づいた試案を手掛かりに、厚生労働省との協働化に向けて意
見交換を行った。今後の課題として、本養成研修を制度に組み込む上での位置づけとしてスキルアップの
材料とするのか、研修修了後の加算としていくのか、といったことの議論を深めていく必要があることを
確認した。厚生労働省側からの意見として、来年度は本年度の調査研修をもとにしながら、発達障害者支
援センターの職員や発達障害支援マネージャーに対して本養成研修の情報を提供し、協働化に向けての具
体的な計画をすすめていく提案をいただいた。
②重度障害者支援加算について
　当協会の会員施設は対象となる利用者が多いことから、夜間支援もあることを踏まえると 30 年度まで
に要件を満たすことが困難である施設もあるため、強度行動障害支援者養成研修についての調査情報の提
供とともに期間延長についても検討していただくことをお願いした。
③児童発達支援の重度障害者への居宅訪問療育について
　自閉症は家庭での行動障害が激しい場合も多いことから、本制度を活用しながら家庭療育もすすめられ
るように整理し、都道府県にもアナウンスしていただくことをお願いした。
④福祉施策への関与について
　当協会が社団法人としての認可を受けたことから、国の福祉計画や施策等の運営委員会にも自閉症支援
者を代表する団体として参画できるような配慮をお願いした。
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発達障害支援スーパーバイザーの会（全日本自閉症支援者協会後援）
スキルアップ研修会の報告

平成 28 年 12 月 23 日（金）、大分県大分市にあるホルトホール大分にて「発達障害支援スーパーバイザー
の会　スキルアップ研修会」を開催しました。約 300 人の参加者があり、「支援者のスタンスについて考える」
というテーマのもと、様々な実践を通じて自分の視野を広げることの重要性について再認識したという感想
をいただくことができました。
基調講演では、前フェイエッ
トビルTEACCHセンター長　ス
ティーブ・クルーパ氏より、自閉
症スペクトラム支援における統合
的アプローチとして、一見、相反
するように見える技術ベースのア
プローチ（テクノロジー）と関係
性ベースのアプローチ（アート）
を両輪にしながら、支援者の資質
を高めることが効果的であるとの
お話しいただき、受講者からは、
これまでTEACCHプログラムを
狭く解釈していたことへの反省意
見等が出され、正しく理解できる機会になったとの感想をいただいています。
その後の情報提供者からは、厚生労働省発達障害対策専門官日詰正文氏より、発達障害者支援法の改正に
もとづいて、より重層的な支援の推進を目指した施策についてご紹介いただき、その中でも、特に発達障害
者支援センターの地域支援機能強化として発達障害者地域支援マネージャーの配置と活躍している実践につ
いては、受講者からも今後の期待が多く寄せられていました。次に、熊本大学特任助教である田中恭子氏か
らイギリスにおける障害者の医療支援について、知的障害専門看護師がコンサルテーション活動をしている
ことや保護者の運動により自閉症学校が設立・運営されていること、知的障害のある人の診察に対して診療
報酬の加算があるなど、障害のある人が医療を利用しやすい工夫、仕組がすすんでいることのご紹介をいた
だき、自分達ができることから始めることの重要性につて、認識を深めたとの感想を多くいただいています。
シンポジウムでは、全日本自閉症支援者協会松上利夫会長が進行役となり、スーパーバイザー養成研修事
務局をされている五十嵐康郎副会長、大分県スーパーバイザー養成研修委員長である釘宮誠司氏、日詰正文
専門官が指定討論者となり、全日本自閉症支援者協会がはたす役割について議論を深めました。職能集団と
して研修会や情報発信を行うとともに、制度・政策への提言をすすめていくことや、平成 26 年からスター

トしているスーパーバイザー養成
研修を発展させていくことにより、
自閉症スペクトラムの人たちの人
権と発達の保障、福祉の増進及び
社会参加の促進を図り、広く社会
に貢献してくことが役割であるこ
とを確認するとともに、支援者の
スタンスとしては、広い視野を有
しながらサイエンスとアートの他、
ハートを持ち続けていくことも重
要であることについても確認し合
うことができました。
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発達障害支援スーパーバイザー活動報告

発達障害支援スーパーバイザー養成研修修了者 86 名（平成 27 年 12 月現在）に向けて、現在の活動状況
について調査を行いました（平成 26 年度 52 名、平成 27 年度 32 名）。

具体的な内容（要約）
所属機関内： 基礎知識や対応方法につていの講師、個別支援会議や事例検討会の助言者、研修受け入れ時

の質疑応答、機関内への情報発信や相談役、保護者相談役、他機関とのコーディネーター他
他機関・団体： 私立団体や公的機関における研修会講師、関係機関との事例検討や個別支援会議における

助言者、高校や大学での普及啓発活動、関係諸機関へのコンサルテーション、自立支援協
議会、各検討委員会他

※ 詳細につきましては、ホームページ（http://zenkokusv.net）に掲載しております。

本調査により、各所属機関内のみならず、他機関・団体において活躍されている方も多く、日本におけるスー
パーバイズ体制の確立が高まっていることを確認することができました。本研修会で出会ったことをきっか
けに結婚された方もいました。おめでとうございます。

これからも広い視野を有しながらサイエンスとアート、ハートを基軸に、専門性の向上と支援ネットワー
クの広がりと絆が深めることのできる会として、会活動の発展に努めていきましょう。

発達障害支援スーパーバイザーの会　会長　五十嵐猛

都道府県

北海道 5
茨城 11
岩手 1
埼玉 4
千葉 7
東京 2
神奈川 6
富山 2
石川 1
福井 1
長野 2
静岡 1
三重 3
岐阜 1
京都 3
大阪 2
兵庫 10
広島 1
山口 2
香川 1
徳島 1
福岡 4
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鹿児島 5
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※詳細についてはパンフレットをご覧下さい。

自閉症スペクトラムのための総合保障のご案内 （２０１７年３月）

病気やケガでの入院、ケガでの通院、個人賠償補償がセットされています！
（年度途中で加入の場合は加入希望月の前月２０日が申込締切となり、翌月の１日からの

加入となります）

2017年度 保険加入をお考えの皆様へ

自転車事故で法律上の損害賠償責任を

負った場合も対象になります！

●年間加入掛金 （保険期間は毎年4月1日から1年間、年度毎に更新となります）

会員種別 年間掛金 内訳

●加入プラン Ａ
日本自閉症協会正会員（加盟団体）の構成個人会員 15,900 円

ASJ保険料 6,100円
AIU保険料 9,300円
年会費 500円

●加入プラン Ｂ 自助会員

（上記A以外の方は申し込みにて自助会員となります） 16,400 円

ASJ保険料 6,100円
AIU保険料 9,300円

年会費 1,000円

皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
おかげさまでASJ保険および「自閉症スペクトラムのための総合保障」は4年目を迎える事
ができました。加入者数も昨年末で約6,200名と順調に増えています。今後も皆様の声を
大切に健全な運営をしてまいりますので、引き続きよろしくお願い致します。

一般社団法人 日本自閉症協会 ＡＳＪ保険事務局
〒104-0044 東京都中央区明石町6-22 ニッコンビル6F

ＴＥＬ：03-5565-2020      FAX：03-5565-2021 E-Ｍail：asj-hoken@autism.or.jp
営業日 ： 月～金 （ 土・日・祝・祭日除く ） 10:00～16:00

＊入院保険金のご請求や届出住所・金融機関等をご変更の場合は、ＡＳＪ保険事務局までご連絡下さい。

お問い合わせ・お申込み フリーダイヤル 0120-880-819

【ＡＳＪ保険】

病気やケガにより、入院を開始した2日目から
次の保険金をお支払いします。

●入院保障金 １会計年度30日まで
・付添介護費用 1日 8,000円
・差額ベッド費用 1日 5,000円
・入院臨時費用 1入院 5,000円
・入院諸費用 1日 1,000円

●死亡弔慰金 50,000円
※入院保障のみ3ヶ月の保障除外期間があります

【ＡＩＵ傷害保険】

ケガでの入院、通院、初日から対象

● 本人の傷害（ケガ）の補償（入院・手術・通院）

● 死亡・後遺障害保険金 229万円～9.16万円

● 他人への損害賠償保険金(対人・対物）
1事故支払限度額 最高5,000万円まで補償

◇ 保障内容 詳細はお問い合わせ下さい。パンフレット等をお送り致します。

～2016年度と保障内容・掛金の変更はありません～


